
〔
博
士
論
文
要
旨
〕

ロ
シ
ア
近
世
農
村
杜
会
史

土
　
　
肥

恒
　
　
之

彙（13ア）

　
本
論
文
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
「
近
代
化
」
の
起
点
と
さ
れ
る
ピ
目
ー

ト
ル
改
革
期
の
農
村
社
会
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
可
能
な
眼
り
具
体
的

に
把
握
す
る
こ
と
を
直
接
的
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、

一
般
的
に
は
「
近
代
化
と
農
村
（
共
同
体
）
」
と
し
て
置
き
代
え
ら
れ
る

テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
従
来
我
が
国
で
は
、
一
八
六
一
年
の
農
奴
解
放
並
ぴ

に
そ
れ
以
降
の
時
期
を
申
心
に
し
て
こ
の
問
題
の
も
つ
興
味
深
い
諸
側
面

が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
ロ
シ
ァ
の

「
近
代
化
」
は
、
そ
の
約
一
五
〇
年
以
前
に
最
初
の
、
巨
犬
な
一
歩
が
し

る
さ
れ
た
。
更
に
そ
こ
で
も
既
に
共
同
体
に
質
的
な
変
化
が
生
じ
た
こ
と

に
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
本
椿
的
な
考
察
の
対
象
に
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
本
諭
文
は
、
史
料
的
に
は
甚
だ
不
備
な
共
同
体
の
変
質

（
土
地
割
替
の
発
生
）
の
問
題
を
直
接
的
に
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
課
魑
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
ビ
百
ー
ト
ル
改
革
期
の
農
村
社
会
が

置
か
れ
た
状
況
を
、
社
会
経
済
史
的
諸
問
題
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
宗

教
、
民
俗
的
な
領
域
に
も
踏
み
込
ん
で
ト
ー
タ
ル
に
描
き
出
す
こ
と
1

筆
者
は
、
こ
れ
を
仮
に
農
村
社
会
史
と
呼
ぷ
1
1
÷
本
論
文
の
狙
い
は
こ

の
点
に
あ
る
。

本
論
文
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
序
　
論
　
ビ
目
ー
ト
ル
改
革
の
基
本
的
性
椿

　
　
第
一
章
戦
時
下
の
農
村
社
会

　
　
　
第
一
節
世
帯
調
査
（
一
六
七
八
－
一
七
一
〇
）

　
　
第
二
節
兵
士
、
労
働
者
の
徴
用
　
　
「
空
白
」
の
諸
原
因
（
そ

　
　
　
　
　
　
の
一
）

　
　
第
三
節
逃
亡
と
世
帯
隠
し
1
「
空
白
」
の
諸
原
因
（
そ
の
二
）

　
　
第
四
節
　
ラ
ン
ド
ラ
ー
ト
調
査

　
　
第
二
章
農
村
社
会
の
諸
相

第

三補第第第第
箪　四三二一
　論節節節節

領
主
経
営
と
農
民
経
営

領
主
的
諸
規
制

農
民
の
日
常
的
諸
要
求

『
貧
窟
の
書
』
に
お
け
る
農
村
社
会
像

村
の
教
会
と
聖
職
者
に
つ
い
て

人
頭
税
の
導
入
と
農
村
社
会
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終
第
一
節
　
世
帯
税
か
ら
人
頭
税
へ

第
二
節
人
口
調
査
　
　
人
頭
税
の
導
入
過
程
（
そ
の
一
）

第
三
節
　
軍
隊
と
農
村
－
人
頭
税
の
導
入
過
程
（
そ
の
二
）

第
四
節
　
農
村
の
疲
弊
と
政
府
の
対
応

　
章
近
世
農
村
の
成
立

　
序
論
。
ビ
目
ー
ト
ル
一
世
の
諸
改
革
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
如
く
一
九

世
紀
半
ぱ
の
「
ス
ラ
ヴ
派
」
と
「
西
欧
派
」
の
論
争
を
は
じ
め
と
す
る
長

い
論
争
・
研
究
史
が
あ
り
、
既
に
雁
大
な
文
献
が
蓄
横
さ
れ
て
き
た
。
序

論
で
は
、
最
近
の
新
し
い
研
究
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
当
時
の
農
村
社

会
を
考
察
す
る
う
え
で
も
不
可
欠
な
、
改
革
の
基
本
的
フ
ァ
ク
ト
が
選
ぴ

出
さ
れ
、
整
理
さ
れ
た
。
ビ
ョ
ー
ト
ル
改
革
は
、
「
西
欧
化
」
と
性
格
づ

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
、
経
済
的
馳
向
、

即
ち
常
備
軍
の
形
成
と
官
僚
制
の
整
備
を
通
し
て
主
権
の
強
化
を
は
か
る

絶
対
主
義
的
統
治
政
策
、
そ
し
て
商
工
業
と
外
国
貿
易
の
振
興
を
通
し
て

「
国
窟
」
を
追
求
す
る
重
商
主
義
的
経
済
政
策
を
強
く
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
後
進
的
な
北
東
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
に
お
い
て
こ
の
馳
向
を
最
も
強
く

体
現
し
て
い
た
の
は
、
「
バ
ル
ト
海
帝
国
」
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
っ
た
。

こ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
北
方
戦
争
（
一
七
〇
〇
1
一
七
二
一
）
の
な
か

で
、
ビ
目
ー
ト
ル
の
ロ
シ
ア
は
、
陸
海
の
常
備
軍
を
確
立
し
、
行
政
機
構

を
整
え
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
呂
ア
・
工
場
を
設
立
し
、
外
国
貿
易
の
た
め

の
下
準
備
を
整
え
た
。
更
に
教
会
改
革
を
通
し
て
教
会
を
世
俗
国
家
の
機

能
上
の
一
分
枝
と
し
て
従
属
下
に
お
き
、
世
俗
的
な
教
育
・
知
識
の
普
及

に
努
め
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
諸
改
革
の
萌
芽
の
多
く
は
一
七
世
紀
に
認
め

ら
れ
る
に
せ
よ
、
改
箪
期
に
は
そ
の
ス
ビ
ー
ド
が
一
挙
に
早
め
ら
れ
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
こ
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
諸
制
度
も
穰
極
的
に
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
改
革
は
、
貴
族
、
聖
職
者
の
在

り
方
に
も
根
本
的
な
変
更
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
古
い
伝
統
的
な
社

会
秩
序
を
揺
る
が
せ
る
、
こ
う
し
た
一
連
の
「
革
新
」
に
対
す
る
民
衆
の

抗
議
は
、
と
く
に
鋭
い
形
を
と
っ
た
。
一
方
で
増
税
、
そ
し
て
兵
士
、
労

働
者
の
犬
量
の
徴
用
、
他
方
で
伝
統
的
な
生
活
慣
行
の
変
更
と
規
制
、
こ

れ
ら
を
厳
し
い
制
裁
措
置
に
よ
っ
て
強
行
す
る
ビ
目
ー
ト
ル
は
、
民
衆
意

識
に
お
い
て
は
、
戦
争
と
外
国
へ
の
執
着
の
た
め
に
自
分
の
国
を
荒
廃
に

導
く
理
解
し
が
た
い
人
間
と
映
っ
た
。
真
の
ツ
ァ
ー
リ
の
す
り
替
え
、
ア

ン
チ
キ
リ
ス
ト
等
の
伝
説
、
風
聞
が
民
衆
の
多
く
を
捉
え
る
と
と
も
に
、

諸
々
の
改
革
に
対
す
る
抵
抗
は
ビ
目
ー
ト
ル
期
を
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
　
第
一
章
。
一
七
〇
九
－
一
〇
年
に
ロ
シ
ア
で
は
、
約
三
〇
年
ぷ
り
に
全

国
的
な
担
税
住
民
の
世
帯
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
直
接
的
契
機
は
、

県
制
の
導
入
と
い
う
地
方
行
政
改
革
に
あ
っ
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の

長
期
に
わ
た
る
困
難
な
戦
争
の
な
か
で
、
「
貨
幣
飢
餓
」
の
状
態
に
あ
っ

た
ツ
ァ
ー
リ
政
府
に
と
っ
て
、
世
帯
増
1
1
増
収
が
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
調
査
の
結
果
は
、
政
府
の
見
込
み
に
反
し
て
、

全
体
で
約
二
〇
％
の
も
の
犬
幅
な
減
少
を
示
し
た
。
本
章
は
、
こ
の
い
わ

ゆ
る
世
帯
の
「
空
自
」
の
諸
原
因
を
探
る
な
か
で
、
当
時
の
農
村
社
会
の

置
か
れ
て
い
た
諸
状
況
を
具
体
的
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
空
自
」

の
原
因
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
戦
争
の
前
半
（
一
七
〇
〇
1

0
九
）
に
と
く
に
毘
大
な
規
捜
を
と
っ
た
、
攻
府
に
よ
る
兵
士
、
労
働
者
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の
徴
用
で
あ
る
。
一
七
〇
五
年
に
正
式
に
発
足
す
る
常
備
軍
は
、
毎
年
二

万
人
以
上
の
兵
士
を
金
国
の
村
々
か
ら
徴
用
し
た
。
こ
の
強
制
的
な
兵
役

義
務
に
対
す
る
農
民
の
低
抗
は
根
強
く
、
ま
た
毎
回
一
〇
％
を
こ
え
る
脱

走
兵
を
出
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
一
六
九
九
－
一
七
一
四
年
に
約
三
三
万
人

も
の
成
人
労
働
カ
が
軍
隊
へ
引
き
抜
か
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
新
首
都

ベ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
や
要
塞
、
港
湾
や
運
河
の
建
設
、

各
種
の
工
場
労
働
に
も
短
期
間
と
は
い
え
、
犬
量
の
農
民
労
働
カ
が
駆
り

出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
兵
士
、
労
働
者
の
大
量
徴
用
が
、
戦
争
期
を
通
じ

て
続
い
た
恒
常
税
の
引
き
上
げ
や
臨
時
税
の
導
入
等
と
相
倹
っ
て
、
た
だ

で
さ
え
零
細
な
農
民
経
営
を
究
極
的
な
零
落
に
遣
い
や
り
、
ひ
い
て
は
世

帯
の
減
少
を
ひ
き
起
し
た
、
と
推
測
す
る
こ
と
は
、
諸
史
料
か
ら
も
十
分

に
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
空
白
」
の
も
う
一
つ
の
主
要
な
原
因
は
、
農
民
の
側
の
よ
り
積
極
的

な
低
抗
の
な
か
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
シ
ア
中
世
に
お
い
て
農
民

が
「
移
転
」
の
権
利
を
有
し
、
現
実
に
こ
れ
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
は
周

知
の
事
実
だ
が
、
ニ
ハ
世
紀
末
以
降
、
こ
れ
が
禁
止
の
方
向
に
む
か
い
、

ニ
ハ
四
九
年
法
典
に
お
い
て
農
奴
制
が
法
的
に
確
認
さ
れ
て
以
来
、
逃
亡

は
、
農
民
が
最
も
広
汎
に
採
用
し
た
闘
争
手
段
と
な
っ
た
。
一
七
世
紀
後

半
を
通
じ
て
増
え
続
け
た
逃
亡
は
ビ
目
ー
ト
ル
期
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。

こ
れ
は
、
も
と
よ
り
偶
然
で
は
な
い
。
「
国
家
の
搾
取
」
が
「
領
主
の
搾

取
」
を
大
き
く
上
廻
っ
て
強
化
さ
れ
た
こ
の
時
期
、
国
家
の
諸
々
の
義
務

負
担
か
ら
「
自
由
な
」
逃
亡
農
民
は
、
■
政
府
の
厳
し
い
禁
止
立
法
に
も
拘

ら
ず
、
き
わ
め
て
魅
カ
的
な
労
働
カ
で
あ
っ
た
。
政
府
の
高
官
の
大
所
領

に
も
多
く
の
逃
亡
農
民
が
隠
匿
さ
れ
た
。
逃
亡
農
民
は
、
基
本
的
に
は
領

主
の
い
な
い
、
辺
境
の
豊
か
な
土
地
を
目
指
し
た
が
、
他
の
領
主
の
村
々

で
も
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
空
白
」
を
導
い
た
農
民
の

抗
議
の
も
う
一
つ
の
手
段
は
世
帯
隠
。
し
で
あ
っ
た
。
基
本
的
な
課
税
単
位

で
あ
る
世
帯
が
、
直
接
的
に
「
取
り
壊
」
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
数
世
帯

が
一
世
帯
に
統
合
さ
れ
た
。
更
に
調
査
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
役
人

に
対
し
て
賄
賂
が
贈
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
課
税
忌
避
に
は
直
接
間

接
に
領
主
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
け
だ
し
、
領
主
に

と
っ
て
世
帯
調
査
の
結
果
は
、
そ
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
か
ら

で
あ
る
。
一
七
一
〇
年
の
世
帯
調
査
に
お
け
る
世
帯
の
大
幅
な
減
少
に
は
、

以
上
の
よ
う
な
主
要
な
原
因
を
指
摘
で
き
る
。
ツ
ァ
ー
リ
政
府
は
、
こ
の

新
し
い
調
査
簿
を
課
税
の
墓
礎
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を
断
念
し
、
数
年

後
、
再
ぴ
調
査
を
実
施
せ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
ヲ
ン
ド
ラ
ー
ト

（
郡
長
）
調
査
（
一
七
一
五
－
一
八
）
も
徒
労
に
終
っ
た
。
今
回
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
人
口
増
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
世
帯
数
は
前

回
の
数
字
を
更
に
下
廻
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
章
。
本
章
は
、
個
別
諸
史
料
の
分
析
を
通
し
て
、
ビ
目
ー
ト
ル
期

に
お
け
る
領
主
．
農
民
関
係
の
具
体
的
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
「
没
収
所
領
台
帳
」
の
分
析
を
通

し
て
、
領
主
経
営
と
農
民
経
営
の
基
本
的
在
り
方
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

領
主
経
営
に
つ
い
て
は
、
所
領
の
分
散
性
、
犬
量
の
ホ
ロ
i
プ
の
存
在
、

等
の
特
質
が
大
領
主
と
中
小
領
主
の
別
な
く
、
等
し
く
確
認
さ
れ
る
他
、

耕
地
の
開
発
と
そ
れ
に
伴
な
う
農
民
の
連
れ
出
し
、
南
部
へ
の
所
領
の
集

中
傾
向
、
等
の
こ
の
時
期
に
固
有
な
性
格
も
認
め
ら
れ
る
。
更
に
、
領
主

の
経
営
施
設
や
果
樹
園
、
館
白
体
に
つ
い
て
は
木
造
・
石
造
の
別
か
ら
家

593



一橋論叢　第99巻　第4号　（140）

具
調
度
の
種
類
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
農
民
経
営
に
つ
い
て
は
、
農
民

の
家
族
構
成
そ
の
多
寡
が
、
所
有
家
畜
数
、
播
種
量
、
更
に
イ
ズ
バ
や
経

営
施
設
、
農
具
に
ほ
ぼ
比
例
す
る
こ
と
、
婁
言
す
る
と
家
族
数
が
多
け
れ

ぱ
多
い
ほ
ど
富
裕
な
経
営
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
だ
が
一
握
り
の

當
裕
な
経
営
を
除
く
と
、
一
般
に
当
時
の
農
民
経
営
は
零
細
で
、
不
安
定

で
あ
り
、
そ
れ
は
種
子
の
貨
付
や
世
帯
の
「
空
白
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

凶
作
の
年
に
は
一
気
に
露
呈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
節
は
、
犬
都
市
に

在
住
す
る
領
主
が
地
方
の
領
地
管
理
人
に
宛
て
た
指
示
・
訓
令
と
し
て
の

「
領
地
管
理
令
」
の
内
容
の
分
析
か
ら
、
こ
の
時
期
の
村
々
が
か
か
え
て

い
た
諸
間
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
一
七
世
紀
と
は
異
な
り
、
当
時
の
「
領

地
管
理
令
」
は
、
一
般
に
整
っ
た
形
式
を
備
え
、
時
に
は
時
代
精
神
を
反

映
し
て
、
領
民
の
啓
蒙
・
福
祉
に
さ
え
言
及
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
内
容
を

紬
か
く
検
討
し
て
い
く
と
、
所
領
の
対
内
的
、
経
済
的
事
柄
に
つ
い
て
は
、

ミ
ー
ル
の
自
治
（
慣
習
法
）
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
対
外
的
、

社
会
的
諸
関
係
に
対
し
て
は
領
地
管
理
人
の
積
極
的
介
入
が
指
示
さ
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け
逃
亡
農
民
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
防
止
か
ら
送
還

に
至
る
ま
で
細
か
く
規
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
他
、
農
民
の
出
稼
ぎ
、
結
婚
、

等
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
更
に
、
教
会
へ
の
出
席
や
告
解
な
ど
も

監
視
の
対
象
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
「
領
地
管
理
令
」
の
諸
規
定
の
な
か
■

に
、
当
時
の
農
村
を
取
り
ま
く
社
会
状
況
の
激
し
さ
を
読
み
と
る
こ
と
が

で
き
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
テ
コ
と
し
て
、
農
奴
制
、
即
ち
農
民
人
樒
の

支
配
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
節
で
は
「
農
民
嘆
願
書
」
の
分
析
を
通
し
て
農
民
の
日
常
的
諸
要

求
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ミ
ー
ル
を
母
体
と
す
る
、
あ
る
い
は
個
々
人
の

イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
嘆
願
書
の
内
容
は
甚
だ
多
妓
に
わ
た
る
が
、
そ

の
主
要
な
も
の
は
、
凶
作
あ
る
い
は
村
火
事
を
理
由
に
し
た
租
税
や
諸
貢

租
の
減
免
、
免
租
の
要
求
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
当
該
所
領
に
お
い
て
は
、

周
辺
の
村
々
よ
り
高
額
な
許
婚
料
の
引
き
下
げ
、
更
に
村
書
記
の
不
正
を

理
由
と
す
る
罷
免
の
要
求
、
ま
た
「
空
の
地
条
」
の
処
理
な
ど
、
興
味
深

い
諸
要
求
が
み
ら
れ
た
。
当
時
、
自
分
の
領
主
へ
宛
て
た
直
接
的
な
嘆
願

書
の
提
出
は
禁
止
さ
れ
る
方
向
に
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
う
し
た
手
段

に
よ
る
農
民
の
日
常
的
な
諸
要
求
は
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て
続
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
第
四
節
は
、
ビ
目
ー
ト
ル
期
の
著
名
な
「
立
案
者
」
イ
ヴ
ァ

ン
・
ポ
ソ
シ
コ
ー
フ
の
『
貧
窟
の
書
』
（
一
七
二
四
）
の
第
七
章
（
農
畏

に
つ
い
て
）
を
中
心
に
し
て
、
彼
の
農
村
社
会
の
現
状
把
握
と
そ
の
改
革

案
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
農
民
の
窟
は
王
国
の
そ
れ
で
あ
り
、
他
方
、
農

民
の
困
窮
は
国
家
の
貧
困
で
あ
る
」
と
い
う
基
本
的
認
識
に
た
つ
ポ
ソ
シ

コ
ー
フ
は
、
農
民
の
「
怠
惰
」
と
領
主
に
よ
る
そ
の
助
長
、
「
非
人
間
的

な
貴
族
」
に
よ
る
賦
役
の
強
化
、
村
の
密
集
し
た
居
住
形
態
と
火
災
の
頻

発
、
強
盗
、
文
盲
、
等
に
貧
困
の
原
因
を
求
め
る
。
更
に
、
領
主
は
一
時

的
に
農
民
を
所
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
農
民
の
直
接
の
主
人
は
「
全
ロ

シ
ア
の
君
主
」
で
あ
る
、
と
い
う
ポ
ソ
シ
コ
ー
フ
の
示
唆
す
る
所
の
大
き

な
「
国
家
と
農
民
」
観
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
『
貧
窟
の
書
』
に
は
、
村

司
祭
の
無
知
と
貧
困
に
つ
い
て
の
厳
し
い
指
摘
が
あ
る
が
、
当
時
の
村
の

教
会
と
司
祭
の
基
本
的
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
ソ
連
内
外
で
発
表

さ
れ
た
諸
研
究
の
整
理
を
通
し
て
、
補
論
に
お
い
て
概
観
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
。
北
方
戦
争
の
終
結
が
聞
近
に
迫
っ
た
一
七
一
八
年
末
、
ビ
冒

ー
ト
ル
は
平
時
に
お
け
る
軍
隊
の
維
持
の
た
め
に
、
ま
た
臨
時
税
に
犬
き
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く
依
存
し
た
戦
時
の
税
制
の
立
て
直
し
の
た
め
に
、
人
頭
税
の
導
入
に
踏

み
切
っ
た
。
本
章
で
は
、
ま
ず
従
来
の
世
帯
税
に
代
わ
る
若
千
の
税
制
改

革
案
、
そ
し
て
人
頭
税
の
採
用
に
至
る
経
緯
か
ら
、
こ
の
新
し
い
税
制
の

実
施
に
伴
な
う
諸
間
題
と
そ
の
影
響
に
至
る
ま
で
順
次
考
察
さ
れ
る
が
、

第
一
章
と
同
様
、
こ
れ
に
対
す
る
農
村
の
低
抗
に
も
重
心
が
置
か
れ
る
。

人
頭
税
の
導
入
は
、
ま
ず
人
口
調
査
の
実
施
か
ら
始
ま
る
。
世
帯
調
査
の

際
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
も
様
々
な
形
で
の
「
人
間
隠
し
」
が
広
汎
に
み
ら

れ
た
が
、
と
り
わ
け
農
民
を
ホ
ロ
ー
プ
と
偽
っ
て
の
申
告
は
、
ビ
目
ー
ト

ル
政
府
を
し
て
ホ
回
ー
プ
身
分
の
解
体
、
と
い
う
ド
ヲ
ス
チ
ッ
ク
な
措
置

を
採
ら
せ
た
。
こ
の
他
、
教
会
の
「
余
剰
の
」
構
成
員
、
放
浪
す
る
「
自

由
人
」
も
調
査
・
課
税
の
対
象
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
人
口
調
査
は
、

ロ
シ
ア
社
会
の
新
た
な
編
成
替
え
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
軍

隊
の
カ
を
貸
り
て
実
施
さ
れ
た
人
口
調
査
と
そ
の
修
正
の
結
果
、
一
七
二

四
年
審
に
、
よ
う
や
く
五
四
〇
万
人
の
担
税
人
口
が
確
定
さ
れ
、
そ
れ
で

年
間
の
軍
事
費
四
〇
〇
万
ル
ー
プ
リ
を
割
っ
た
額
、
即
ち
七
四
力
ペ
イ
カ

が
一
人
当
り
の
人
頭
税
額
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
税
制
改
革
は
も
う
一
つ
の
重
要
な
側
面
を
持
っ
た
。

即
ち
、
政
府
の
中
間
的
機
構
を
媒
介
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
農
村
に
軍
隊
を

駐
屯
さ
せ
る
と
と
も
に
、
人
頭
税
の
徴
収
も
軍
隊
に
委
ね
る
、
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
方
式
で
あ
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
軍
制
に
由
来
す
る
こ
の
方

法
に
応
じ
て
、
農
村
の
一
角
に
は
兵
舎
が
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
人
頭
税
の
導
入
は
、
こ
れ
ま
で
の
農
村
地
図
の
根
本
的
な
塗
り
変
え

を
意
味
し
た
が
、
当
初
の
プ
ラ
ン
は
、
そ
の
後
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
け
だ
し
、
ピ
目
ー
ト
ル
統
治
末
期
の
数
年
間
に
及
ぷ
凶
作
に
加

え
て
、
兵
舎
建
設
が
課
し
た
諸
負
担
は
、
農
民
経
営
に
重
く
の
し
か
か

り
、
そ
れ
は
人
頭
税
の
歴
大
な
滞
納
と
し
て
、
こ
の
新
し
い
税
制
を
根
幹

か
ら
揺
る
が
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
死
後
に
政
権
を
握
っ
た
政

府
高
官
た
ち
は
、
「
い
か
よ
う
に
も
、
こ
の
支
払
い
を
負
担
で
き
な
い
」

農
村
の
困
窮
を
前
に
し
て
、
人
頭
税
の
軽
減
は
も
と
よ
り
、
軍
隊
の
農
村

配
傭
そ
れ
自
体
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
更
に
、
農
村
を
荒
廃
か

ら
立
て
直
す
べ
く
、
ビ
目
ー
ト
ル
期
に
強
化
さ
れ
た
貴
族
の
国
家
勤
務
か

ら
の
解
放
さ
え
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
終
章
。
人
頭
税
の
導
入
は
、
か
つ
て
ミ
ー
ル
の
土
地
割
替
の
成
立
を
促

し
た
最
も
重
要
な
原
因
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
の
見
解
は
現
在
に
至
る
ま

で
一
つ
の
有
カ
な
議
論
で
あ
る
。
終
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
農
村
社
会
の

諸
側
面
の
考
察
に
基
い
て
、
改
め
て
こ
の
間
魑
の
展
望
を
試
み
た
。
ま
ず

指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
七
世
紀
後
半
の
中
央
部
の
農
村
に
お
い
て
、
土

地
の
部
分
的
割
替
（
切
り
取
り
、
付
け
足
し
）
は
、
決
し
て
稀
な
現
象
で

は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
農
奴
制
の
確
立
以
降
、
そ
れ
ま
で
徹
底
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
ミ
ー
ル
の
連
帯
責
任
を
含
め
て
、
そ
の
諸
権
限
は
強
化
さ

れ
た
。
ミ
ー
ル
は
国
家
と
領
主
に
対
す
る
諸
々
の
支
払
い
を
完
納
す
る
た

め
に
、
各
世
帯
間
の
チ
ャ
グ
ロ
と
労
働
カ
構
成
パ
窟
裕
度
と
の
間
に
、
出

来
る
だ
け
正
確
な
一
致
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
て
実
施
さ
れ
た

ミ
ー
ル
に
よ
る
部
分
的
土
地
割
替
は
、
世
帯
税
の
導
入
後
、
よ
り
普
及
し

た
の
で
あ
る
。
ビ
目
ー
ト
ル
期
に
お
け
る
．
「
国
家
の
搾
取
」
の
強
化
は
、

ミ
ー
ル
の
連
帯
責
任
を
最
終
的
に
確
立
せ
し
め
る
と
共
に
、
部
分
的
土
地

割
替
を
定
漕
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
人
頭
税
の
導
入
は
、
土
地
割
替
の
成

立
を
導
い
た
直
接
的
契
機
で
は
な
く
、
そ
の
役
割
は
、
土
地
割
替
を
促
進
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し
た
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。
諸
貢
租
の
支
払
い
の
連
帯
費
任
と
土
地
割
替

を
特
質
と
す
る
近
世
農
村
の
骨
楕
は
、
こ
う
し
て
ビ
目
ー
ト
ル
期
に
形
成

さ
れ
た
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。

〔
博
士
論
文
審
査
要
旨
〕

論
文
題
目
　
ロ
シ
ア
近
世
農
村
社
会
史

論
文
審
査
担
当
者

阿佐本
　々
部木田

謹潤創
　之
也介造

　
本
論
文
は
ロ
シ
ア
の
近
代
化
・
西
欧
化
を
お
し
進
め
た
ビ
目
ー
ト
ル
一

世
（
在
位
ニ
ハ
八
二
：
一
七
二
五
）
の
改
革
事
業
が
農
村
社
会
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
か
、
ま
た
改
革
事
業
や
そ
れ
を
推
進
し
た
ビ
目

ー
ト
ル
一
世
に
対
し
て
農
村
社
会
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
示
し
た
の
か
、

そ
の
実
態
を
分
析
し
た
研
究
で
あ
る
。
国
家
・
社
会
の
改
革
を
強
カ
に
進

め
、
絶
対
主
義
体
制
の
確
立
と
西
欧
化
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
ピ
目
ー
ト

ル
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ラ
ヴ
派
と
西
欧
派
の
論
争
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
評
価
自
体
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
ビ

冒
ー
ト
ル
一
世
に
関
し
て
は
い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
改
革
の

実
態
な
ら
ぴ
に
そ
の
改
革
が
も
た
ら
し
た
社
会
の
変
化
や
歴
史
的
転
換
に

つ
い
て
、
特
に
農
村
社
会
を
対
象
と
し
て
深
く
考
察
し
た
研
究
は
、
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
土
肥
氏
の
研
究
は

一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
の
回
シ
ア
近
世
農
村
社
会
の
大
き
な
変

化
を
分
析
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
ビ
冒
ー
ト
ル
一
世
の
諸
改
革
は
常
備
軍
の
確
立
と
官
僚
制
の
整
備
を
通

し
て
王
権
の
強
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
の
絶
対
主

義
的
統
治
政
策
な
ら
ぴ
に
商
工
業
と
外
国
貿
易
の
構
想
を
通
し
て
「
国

宮
」
を
追
求
す
る
重
商
主
義
政
策
を
全
面
的
に
導
入
し
て
、
ロ
シ
ァ
の
後

進
性
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
啓
蒙
の
名
の
も
と

に
風
俗
、
習
慣
の
西
欧
化
を
上
か
ら
強
制
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
「
近
代
化
」
政
策
は
、
農
村
と
農
業
を
直
接
の
対
象
と
す
る
も

の
で
は
な
く
、
当
時
人
口
の
九
割
を
越
え
て
い
た
農
民
は
も
っ
ぱ
ら
諸
改

革
と
戦
争
が
必
要
と
す
る
歴
大
な
費
用
を
負
担
す
る
存
在
と
し
て
、
さ
ら

に
人
的
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
土
肥
氏
の
研

究
は
ビ
目
ー
ト
ル
改
革
の
特
徴
を
浮
ぴ
あ
が
ら
せ
な
が
ら
、
そ
の
改
革
を

実
際
に
人
的
資
源
と
し
て
、
ま
た
財
政
的
に
支
え
た
農
村
社
会
が
そ
の
過

程
で
ど
の
よ
う
な
変
化
を
蒙
っ
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ビ

目
ー
ト
ル
改
革
の
深
部
に
探
索
の
目
を
向
け
て
い
る
。
従
来
近
代
回
シ
ア

農
村
慣
行
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
を
あ
ぴ
て
き
た
土
地
割
替
の
間
題
と
人

頭
税
の
導
入
と
の
関
連
な
ど
も
、
当
時
の
農
村
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・

社
会
・
宗
教
の
諸
問
題
の
な
か
で
そ
の
全
体
的
な
位
置
を
把
握
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
一
八
六
一
年
の
農
奴
解

放
以
後
の
諸
問
題
を
論
ず
る
な
か
で
土
地
割
替
そ
の
他
の
問
題
が
議
論
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
ロ
シ
ア
の
「
近
代
化
」
は
そ
の
約
一
五
〇
年
前
に
最

初
の
大
き
な
一
歩
が
し
る
さ
れ
、
そ
こ
で
既
に
共
同
体
の
質
的
な
変
化
が
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生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
こ
の
よ
う
な
観
点
に
た
ワ
て
ピ
副
ー

ト
ル
改
革
期
の
農
村
社
会
を
原
史
料
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ

る
o　

本
論
文
の
構
成
樽
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
序
論
ビ
目
ー
ト
ル
改
革
の
基
本
的
性
格

　
　
第
一
章
戦
時
下
の
農
村
社
会

　
　
第
一
節
世
帯
調
査
（
ニ
ハ
七
八
－
一
七
一
〇
）

　
　
第
二
節
兵
士
、
労
働
者
の
徴
用
1
「
空
白
」
の
諸
原
因
（
そ

　
　
　
　
　
　
の
一
）

　
　
第
三
節
逃
亡
と
世
帯
隠
し
1
「
空
白
」
の
諸
原
因
（
そ
の
二
）

　
　
第
四
節
　
ラ
ン
ド
ラ
ー
ト
調
査

　
第
二
章
農
村
社
会
の
諸
相

　
　
第
一
節
領
主
経
営
と
農
民
経
営

　
　
第
二
節
領
主
的
諸
規
制

　
　
第
三
節
農
民
の
日
常
的
諸
要
求

　
　
第
四
節
『
貧
窟
の
書
』
に
お
け
る
農
村
社
会
像

　
　
補
論
村
の
教
会
と
聖
職
者
に
つ
い
て

　
第
三
章
人
頭
税
の
導
入
と
農
村
社
会

　
　
第
一
節
世
帯
税
か
ら
人
頭
税
へ

　
　
第
二
節
人
口
調
査
－
人
頭
税
の
導
入
過
程
（
そ
の
一
）

　
　
第
三
節
軍
隊
と
鐘
村
－
人
頭
税
の
導
入
過
程
（
そ
の
二
）

　
　
第
四
節
農
村
の
疲
弊
と
政
府
の
対
応

　
終
章
近
世
農
村
の
成
立

序
論
の
「
ビ
ヨ
ー
ト
ル
改
革
の
基
本
的
性
椿
」
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
史

を
整
理
し
つ
っ
当
時
の
農
村
社
会
を
考
察
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
改
革
の

基
本
的
事
実
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ぱ
著
者
の
第
一
次
史
料
に
基
づ

く
個
別
研
究
を
広
い
視
野
の
下
で
位
置
づ
け
る
た
め
の
壮
大
な
序
論
で
あ

る
。
ビ
目
ー
ト
ル
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ピ
目
ー
ト
ル
を
「
地
上

の
神
」
と
み
な
し
「
祖
国
の
父
」
と
み
る
熱
狂
的
な
崇
拝
者
か
ら
、
「
吸

血
鬼
」
「
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
」
と
み
る
厳
し
い
批
判
者
に
い
た
る
ま
で
評

価
は
犬
き
く
分
れ
、
ロ
シ
ア
史
の
「
二
つ
の
道
」
論
争
の
き
っ
か
け
と
な

っ
て
い
る
。
ビ
目
ー
ト
ル
一
世
の
諸
改
革
を
検
討
す
る
際
に
著
者
は
意
ず

一
七
世
紀
ロ
シ
ァ
を
と
り
ま
く
国
際
環
境
、
と
り
わ
け
北
東
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ

地
域
の
動
向
を
探
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
当
時
こ
の
地
域
で
、
政

治
．
経
済
面
で
強
カ
な
支
配
権
を
行
使
し
て
い
た
の
は
パ
ル
ト
海
帝
国
ス

ウ
ニ
ー
デ
ン
で
あ
り
、
ビ
目
ー
ト
ル
の
ロ
シ
ア
は
こ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

の
北
方
戦
争
（
一
七
〇
0
1
一
七
二
一
）
を
通
し
て
陸
海
の
常
傭
軍
を
確

立
し
、
行
政
組
織
を
整
え
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
（
工
場
）
を
確
立
し
、

外
国
貿
易
を
促
進
す
る
準
備
を
し
て
い
た
。
一
七
〇
九
年
の
ポ
ル
タ
ヴ
ァ

の
勝
利
に
よ
っ
て
ロ
シ
ァ
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
国
際
政
治
お
け
る
地
位
は
一
変

し
た
。
ニ
シ
ュ
タ
ヅ
ト
の
和
平
の
祝
賀
会
の
席
で
大
帝
の
称
号
を
え
た
ビ

目
ー
ト
ル
は
プ
回
イ
セ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
呈
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク

に
お
い
て
も
そ
の
称
号
を
認
め
ら
れ
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
、
こ
こ
に
回

シ
ア
帝
国
が
誕
生
し
た
。
し
か
し
当
時
ロ
シ
ア
に
は
外
国
航
路
用
の
一
隻

の
商
船
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
は
戦
争
に
勝

利
を
お
さ
め
、
国
際
政
治
に
お
い
て
列
強
に
伍
し
て
の
ち
、
国
際
経
済
の

面
で
も
大
き
な
飛
躍
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
聖
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
が
建
設
さ
れ
、
ビ
ヨ
ー
ト
ル
玖
革
を
象
徴
す
る
都
市
と
し
て
、

59？



一橘論叢　第99巻　第4号　（144）

さ
ら
に
ロ
シ
ア
の
新
し
い
外
国
貿
易
港
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
ロ
シ
ア
に
新
し
い
重
商
主
義
の
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
著
者
は
評
個
し
て
い
る
。

　
ビ
目
ー
ト
ル
が
統
治
し
た
三
五
年
の
う
ち
二
一
年
間
は
北
方
戦
争
に
費

さ
れ
、
戦
争
が
ピ
冒
ー
ト
ル
改
革
の
原
動
カ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
た
。

著
者
は
そ
こ
で
ビ
目
ー
ト
ル
改
革
に
お
け
る
軍
事
、
行
政
改
革
を
詳
細
に

考
察
し
て
い
る
。
北
方
戦
争
に
突
入
す
る
た
め
に
ビ
目
ー
ト
ル
は
封
建
所

領
か
ら
兵
士
を
徴
用
し
た
が
、
い
っ
た
ん
徴
募
さ
れ
た
兵
士
に
は
帰
宅
が

許
さ
れ
ず
、
ビ
目
ー
ト
ル
の
軍
事
改
革
は
農
村
社
会
に
犬
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
人
口
調
査
．
租
税

の
徴
収
に
も
軍
隊
が
用
い
ら
れ
、
地
方
行
政
の
下
部
組
織
が
軍
事
化
し
て

い
っ
た
こ
と
に
著
者
は
注
目
し
て
い
る
。

　
歴
大
な
支
出
を
伴
う
北
方
戦
争
は
財
政
上
の
改
革
を
必
要
と
し
、
従
来

か
ら
の
国
家
独
占
の
他
に
塩
、
酒
、
石
灰
、
タ
ー
ル
、
煙
草
等
の
新
し
い

独
占
が
行
な
わ
れ
、
一
般
民
家
の
風
呂
ま
で
が
課
税
の
対
象
と
さ
れ
た
。

信
仰
を
異
に
す
る
人
々
に
対
し
て
も
課
税
さ
れ
た
。
異
教
徒
へ
の
税
、
緒

婚
税
や
ヒ
ゲ
税
（
ヒ
ゲ
剃
り
の
強
制
に
違
反
し
た
た
め
の
税
）
さ
ら
に
黒

い
瞳
や
灰
色
の
瞳
の
税
、
人
頭
税
な
ど
が
新
た
に
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
ビ
百
ー
ト
ル
の
時
代
に
工
業
化
は
真
の
飛
躍
を
と
げ
、
マ
ニ
ュ
フ
7

ク
チ
ュ
ア
が
新
た
に
多
数
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
重
要
な
部
門
は
軍
事
関
連

マ
ニ
旦
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
で
あ
っ
た
が
、
他
に
も
繊
維
工
業
な
ど
の
軽
工
業

都
門
も
大
い
に
発
達
し
て
い
る
。
し
か
し
著
者
は
こ
れ
ら
の
工
業
に
お
い

て
も
自
由
な
労
働
市
場
の
欠
如
が
ア
キ
レ
ス
腱
と
な
っ
て
お
り
、
一
七
二

一
年
に
は
マ
ニ
＾
フ
ァ
ク
チ
＾
ア
所
有
者
は
村
を
購
入
し
、
労
働
者
と
し

て
農
民
を
使
用
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
ビ
冨
ー
ト
ル
改
革
は
貴
族
や
聖
職
者
の
あ
り
方
に
も
根

本
的
な
変
更
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
教
会
や
修
道
院
の
免
税

権
の
廃
止
な
ど
に
示
さ
れ
、
聖
界
所
領
の
国
有
地
化
が
進
め
ら
れ
て
い
っ

た
。
他
方
で
印
刷
所
の
新
設
や
出
版
に
対
す
る
ビ
目
ー
ト
ル
の
関
心
に
よ

っ
て
最
初
の
新
聞
が
刊
行
さ
れ
た
。
出
版
物
の
多
く
は
無
料
で
提
供
さ
れ

た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
大
都
市
の
市
場
に
出
廻
る
こ
と
さ
え
稀
で
あ
っ
た
。

改
革
に
対
す
る
民
衆
の
抗
議
は
一
方
で
兵
士
や
労
働
者
の
大
量
の
徴
用
、

伝
統
的
な
生
活
慣
行
の
変
更
を
強
要
す
る
政
策
に
対
す
る
低
抗
と
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
る
。
民
衆
の
意
識
に
お
い
て
ピ
目
ー
ト
ル
は
戦
争
と
外
国
の
た

め
に
ロ
シ
ァ
を
衰
退
に
導
く
人
間
と
し
て
映
り
、
ピ
ヨ
ー
ト
ル
を
ア
ン
チ

キ
リ
ス
ト
と
す
る
噂
が
流
れ
た
こ
と
に
も
著
者
は
重
視
し
て
い
る
。
ビ
目

ー
ト
ル
の
教
育
・
啓
蒙
政
策
は
高
等
教
育
を
う
け
、
西
欧
化
さ
れ
た
エ
リ

ー
ト
と
そ
れ
と
無
縁
な
伝
統
的
生
活
を
つ
づ
け
る
民
衆
と
の
間
に
大
き
な

溝
を
つ
く
り
出
し
た
と
著
者
は
強
調
し
て
い
る
。
ピ
目
ー
ト
ル
が
公
共
の

福
祉
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
伝
統
的
な
生
活
様
式
を
時
代
お
く
れ
と

み
な
し
た
眼
り
で
民
衆
は
低
抗
を
つ
づ
け
た
が
、
ロ
シ
ア
．
フ
ォ
ー
ク
ロ

ア
で
は
も
う
ひ
と
つ
の
ツ
ァ
ー
リ
像
も
生
ま
れ
て
い
た
。
兵
士
と
と
も
に

食
事
を
と
り
、
ス
チ
ェ
パ
ン
・
ラ
ー
ジ
ン
の
息
子
と
し
て
の
ツ
ァ
ー
リ
像

も
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
に
7
オ
ー
ク
ロ
ァ
の
領

域
に
お
け
る
民
衆
意
識
を
も
視
野
の
な
か
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
章
「
戦
時
下
の
農
村
社
会
」
に
お
い
て
は
北
方
戦
争
を
遂
行
す
る

た
め
の
財
源
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
世
帯
増
1
1
増
収
を
は
か
っ
た
一
七
一

〇
年
の
世
帯
調
査
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
県
制
の
導
入
と
い
う
地
方
行
政
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改
革
を
契
機
と
し
て
行
な
わ
れ
た
世
帯
調
査
で
あ
っ
た
が
、
目
的
は
こ
れ

に
よ
っ
て
税
収
の
増
加
を
は
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
調
査
の
結

果
は
政
府
の
見
込
み
と
ち
が
っ
て
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
っ
て
い

た
。
著
者
は
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
世
帯
の
空
白
」
の
諸
原
因
を
究
明
し
な
が

ら
、
時
の
農
村
社
会
が
お
か
れ
て
い
た
諸
状
況
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
。

世
帯
と
世
帯
主
だ
け
で
な
く
女
性
を
合
む
金
構
成
員
並
ぴ
に
身
体
障
害
の

有
無
ま
で
調
査
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
当
時
の
農

村
の
事
情
が
紬
部
に
い
た
る
ま
で
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
o

　
世
帯
の
空
白
の
原
因
と
し
て
著
者
が
ま
ず
考
え
る
の
は
戦
争
の
前
半
に

政
府
が
大
量
の
労
働
者
や
兵
士
を
徴
用
し
た
事
実
で
あ
る
。
一
七
〇
五
年

に
正
式
に
発
足
す
る
常
備
軍
は
毎
年
二
万
人
以
上
の
兵
士
を
強
制
的
に
全

国
の
村
か
ら
徴
用
し
た
。
兵
士
の
み
な
ら
ず
軍
服
や
食
糧
、
馬
も
徴
収
さ

れ
た
。
し
か
し
徴
兵
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
十
五
歳
か

ら
二
〇
歳
ま
で
の
独
身
者
が
兵
士
と
し
て
徴
用
さ
れ
、
兵
士
を
出
さ
な
い

世
帯
は
食
糧
、
衣
服
、
貨
幣
な
ど
を
納
め
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
第
三

回
に
は
年
令
の
枠
が
は
ず
さ
れ
、
独
身
者
と
妻
帯
者
の
別
が
問
わ
れ
ず
、

第
四
回
に
は
再
ぴ
年
令
の
枠
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
二
〇
歳
か
ら
三
〇
歳
ま

で
年
令
の
は
ぱ
が
広
げ
ら
れ
た
。
徴
兵
を
拒
否
し
て
逃
亡
し
た
農
民
も
多

く
、
第
一
回
か
ら
第
五
回
ま
で
の
徴
兵
で
は
六
五
バ
ー
セ
ン
ト
し
か
集
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
逃
亡
し
た
ぱ
あ
い
、
そ
の
妻
子
が
答
刑
を
ヶ
け
た
。
一

六
九
九
年
か
ら
一
七
一
四
年
の
間
に
約
三
三
万
人
の
成
人
労
働
者
が
軍
隊

に
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
新
首
都
聖
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
な
ど
の
都

市
や
要
塞
、
港
湾
や
運
河
の
建
設
、
工
場
労
働
に
も
犬
量
の
農
民
労
働
力

が
駆
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
著
者
は
多
く
の
史
料
を
駆
使
し
て
世
帯
の
空

白
の
原
因
が
一
面
に
お
い
て
以
上
の
事
実
に
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
。
　
客
観
憎
勢
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
世
帯
の
空
白

を
生
ん
だ
も
う
ひ
と
つ
の
原
因
は
農
民
側
の
積
極
的
な
抵
抗
で
あ
っ
た
と

著
者
は
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
に
著
者
の
研
究
の
ひ
と
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

回
シ
ア
中
世
の
農
民
は
移
動
の
権
利
を
も
ち
、
実
際
に
そ
れ
を
行
使
し
て

い
た
が
、
ニ
ハ
四
九
年
法
典
に
よ
っ
て
農
奴
制
が
確
立
す
る
と
と
も
に
移

動
の
権
利
を
失
っ
た
。
農
民
は
以
来
逃
亡
を
闘
争
手
段
と
し
て
抵
抗
を
つ

づ
け
て
き
た
。
一
七
世
紀
後
半
を
通
し
て
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
逃
亡
農
氏

の
数
は
、
ビ
罰
ー
ト
ル
期
に
は
頂
点
に
達
し
た
。
著
者
は
そ
こ
に
必
然
的

な
関
連
を
よ
み
と
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
改
革
に
よ
っ
て
、
国
家
に
よ

る
搾
取
が
領
圭
に
よ
る
搾
取
を
さ
ら
に
上
廻
っ
て
強
化
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

逃
亡
し
て
国
家
の
義
務
を
の
が
れ
た
逃
亡
農
民
は
領
主
に
と
っ
て
魅
カ
的

な
労
働
カ
で
あ
？
た
。
領
主
の
い
な
い
辺
境
を
め
ざ
し
た
農
民
も
い
た
が
、

大
領
主
の
農
場
に
逃
げ
場
を
見
出
し
た
逃
亡
農
民
の
数
も
多
か
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
他
に
世
帯
隠
し
が
行
わ
れ
た
。
課
税
を
さ
け
る
た
め
に
調
査

に
来
た
役
人
に
賄
賂
を
贈
る
こ
と
も
し
ぱ
し
ぱ
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
も

領
主
の
関
与
の
も
と
に
行
な
わ
れ
、
領
主
と
農
民
が
共
同
で
世
帯
隠
し
を

行
な
っ
て
い
た
と
著
者
は
分
析
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
世
帯
数
が
減
少
し
た
結
果
、
政
府
の
世
帯
調
査
簿
を
課
税
の

基
礎
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
す
、
数
年
後
に
ラ
ン
ド
ヲ
ー
ト
（
郡
長
）

に
よ
る
調
査
を
行
な
っ
た
が
（
一
七
一
五
～
一
八
）
そ
こ
で
は
地
域
に
よ

る
人
口
増
が
確
認
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
世
帯
数
は
前
－
回
を
下
ま
わ
っ
た
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の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
著
者
は
世
帯
の
空
白
の
原
因
を
基
本
史
料
に

基
づ
い
て
二
つ
の
側
面
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

　
第
二
章
「
農
村
社
会
の
諸
相
」
は
第
一
次
史
料
に
基
づ
き
な
が
ら
ビ
ヨ

ー
ト
・
ル
期
の
領
主
、
農
民
関
係
の
具
体
的
な
様
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
て
あ
る
。

　
ビ
目
ー
ト
ル
の
改
革
を
批
判
し
、
陰
謀
を
起
こ
し
た
貴
族
も
数
多
く
い

た
が
、
こ
れ
ら
の
貴
族
に
対
し
て
ビ
目
ー
ト
ル
は
厳
罰
を
も
っ
て
の
ぞ
ん

だ
。
そ
の
結
果
没
収
さ
れ
た
所
領
の
台
帳
が
著
者
の
史
料
に
な
る
。
著
者

は
こ
の
台
帳
に
領
主
経
営
と
農
民
経
営
の
基
本
的
な
あ
り
方
が
あ
ら
わ
れ

て
い
る
点
に
着
員
し
て
分
析
を
加
え
て
い
る
。
所
領
の
分
散
性
、
大
量
の

ホ
ロ
ー
プ
（
不
自
由
民
）
の
存
在
、
南
部
へ
の
所
領
の
集
中
な
ど
が
こ
の

時
期
の
傾
向
と
し
て
確
認
さ
れ
る
他
領
主
の
経
営
施
設
や
果
樹
園
、
館
の

構
造
、
家
具
調
度
に
い
た
る
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
農
民
経
営
に

つ
い
て
も
家
族
構
成
、
所
有
家
畜
数
、
播
種
量
、
経
営
施
設
な
ど
か
ら

「
家
族
数
が
多
け
れ
ぱ
多
い
程
富
裕
な
経
営
で
あ
る
こ
と
」
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
一
般
的
に
は
当
時
の
農
民
経
営
が
零
細
で
不
安

定
で
あ
り
、
凶
作
の
と
き
に
は
そ
の
弱
さ
が
露
呈
さ
れ
た
こ
と
も
示
さ
れ

て
い
る
。

　
次
に
大
都
市
在
住
の
領
主
が
地
方
の
領
地
管
理
人
に
あ
て
た
指
令
．
訓

令
で
あ
る
「
領
地
管
理
令
」
の
内
容
が
分
析
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
村
が
か

か
え
て
い
た
諸
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
分
析
に
よ
る
と

所
領
の
対
内
的
・
経
済
的
事
柄
は
ミ
ー
ル
の
自
治
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の

に
対
し
て
、
対
外
的
諸
間
題
に
は
領
地
管
理
人
が
稜
極
的
に
介
入
す
べ
き

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
逃
亡
農
民
の
扱
い
や
、
結
婚
、
出
稼
ぎ
、
教

会
へ
の
出
席
、
告
解
な
ど
も
厳
し
く
監
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
領
民

の
福
祉
、
道
徳
、
信
仰
に
つ
い
て
圭
言
及
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
介

入
に
よ
っ
て
農
奴
制
に
基
づ
く
農
民
の
人
楕
に
対
す
る
支
配
が
強
化
さ
れ

て
ゆ
く
様
桐
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ツ
ァ
ー
リ
や
領
主
に
対
す
る
農
民
の
嘆
願
書
を
分
析
し
つ
つ
著

者
は
農
民
の
目
常
的
諸
要
求
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
領
主
あ
る
い
は
ツ

ァ
ー
リ
政
府
に
あ
て
た
農
民
の
嘆
願
書
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、

凶
作
、
火
災
な
ど
を
理
由
と
し
た
租
税
や
諸
貢
租
の
減
免
、
免
租
の
要
求

が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
高
額
な
結
婚
許
可
料
の
引
下
げ
、
村
書
記

の
罷
免
要
求
、
耕
す
人
の
い
な
い
地
条
の
整
理
な
ど
の
要
求
が
か
か
げ
ら

れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
れ
ら
を
分
析
し
な
が
ら
農
民
の
日
常
生
活
の
変
化

に
特
に
注
目
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
租
税
が
払
え
な
く
な
り
、
妻
子
を

連
れ
て
放
浪
し
て
歩
く
農
民
の
婆
も
描
か
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
著
者
は
イ
ヴ
ァ
ン
・
ポ
ソ
シ
コ
ー
フ
の
「
貧
宮
の
書
」
（
一
七

二
四
）
を
中
心
に
し
て
、
ポ
ソ
シ
コ
ー
フ
の
農
村
社
会
把
握
と
改
革
案
を

検
討
し
て
い
る
。
「
農
民
の
冨
は
国
家
の
富
で
あ
り
、
農
民
の
困
窮
は
国

家
の
貧
困
で
あ
る
」
と
い
う
ポ
ソ
シ
コ
ー
フ
は
農
民
の
怠
惰
と
領
主
に
よ

る
そ
の
助
長
、
非
人
間
的
な
貴
族
に
よ
る
賦
役
の
強
化
、
村
の
密
集
し
た

居
住
形
態
の
た
め
の
火
災
の
頻
発
、
強
盗
、
文
盲
等
に
貧
困
の
原
因
を
求

め
て
い
る
。
領
主
は
農
民
の
一
時
的
所
有
者
に
す
ぎ
ず
、
農
民
の
直
接
の

主
人
は
全
回
シ
ア
の
君
主
で
あ
る
と
考
え
る
ポ
ソ
シ
コ
ー
フ
は
貢
租
額
の

法
制
化
に
よ
っ
て
領
主
の
農
民
収
奪
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
当
時
の
村
司
祭
の
あ
タ
方
が
補
論
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
司
祭
と
違
っ
て
結
婚
し
、
自
ら
耕
地
を
耕
し
て
生
計
を

営
む
正
教
会
の
司
祭
が
ロ
シ
ア
農
村
社
会
で
担
っ
て
い
た
犬
き
な
役
割
に

つ
い
て
著
者
は
分
析
を
加
え
て
い
る
。
村
司
祭
は
村
に
あ
っ
て
聖
務
以
外

の
多
様
な
社
会
的
機
能
を
果
し
、
し
か
も
農
民
の
生
活
と
強
い
一
体
性
を

も
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
分
野
は
わ
が
国
で
も
ほ
と
ん
と
手
が
つ
け
ら

れ
て
い
な
か
う
た
領
域
で
あ
り
、
今
後
の
著
者
の
研
究
の
進
展
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
人
頭
税
の
導
入
と
農
村
社
会
」
に
お
い
て
は
北
方
戦
争
の
末

期
に
、
ピ
ヨ
ー
ト
ル
に
と
っ
て
最
犬
の
間
題
で
あ
っ
た
平
時
で
の
常
備
軍

の
維
持
の
た
め
に
人
頭
税
の
導
入
が
は
か
ら
れ
た
事
情
が
分
析
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
も
第
一
章
と
同
様
、
人
頭
税
の
導
入
の
経
緯
か
ら
こ
の
税
制

の
実
施
に
伴
う
諸
問
題
と
影
響
、
さ
ら
に
こ
の
税
に
対
す
る
農
昆
の
抵
抗

の
あ
り
方
を
も
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
特
に
人
頭
税
に
よ
っ
て
農
村
に

新
し
い
社
会
関
係
が
生
み
出
さ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
人
頭
税
の

導
入
は
制
度
改
革
の
枠
を
つ
き
破
っ
て
社
会
体
制
の
在
り
方
に
も
大
き
な

変
更
を
迫
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
平
時
の
軍
事
予
算
と
し
て
構
想

さ
れ
た
人
頭
税
の
導
入
に
際
し
て
も
様
々
な
形
で
人
間
隠
し
が
行
な
わ
れ

た
が
、
農
民
を
ホ
ロ
ー
プ
と
偽
っ
て
申
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
・
か
っ
た

た
め
、
政
府
は
ホ
ロ
ー
プ
身
分
の
解
体
を
敢
行
し
た
。
そ
の
他
教
会
の
余

剰
構
成
員
や
放
浪
す
る
「
自
由
人
」
も
調
査
、
課
税
の
対
象
と
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
人
口
調
査
は
ロ
シ
ア
社
会
の
新
た
な
編
成
替
を
も
意
味
し
た
と

理
解
さ
れ
て
い
る
。
人
口
調
査
は
政
府
の
行
政
機
関
を
用
い
ず
軍
隊
の
カ

を
借
り
て
行
な
わ
れ
た
。
同
時
に
農
村
兵
舎
を
建
て
、
軍
隊
を
常
駐
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
農
民
に
と
っ
て
極
め
て
重
い
負
担
と
な
っ

た
か
ら
、
人
頭
税
の
歴
犬
な
滞
納
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結

果
人
頭
税
の
徴
収
は
も
と
よ
り
、
軍
隊
の
配
備
そ
の
も
の
も
見
直
さ
れ
ね

ぱ
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
貴
族
も
国
家
勤
務
か
ら
部
分
的

に
解
放
さ
れ
、
白
己
の
所
領
の
農
村
経
営
に
戻
り
、
こ
う
し
て
領
主
権
カ

の
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
終
章
「
近
世
農
村
の
成
立
」
に
お
い
て
著
者
は
ロ
シ
ァ
村
落
共
同
体

（
、
、
、
ー
ル
）
の
均
等
な
土
地
割
替
制
度
の
成
立
に
つ
い
て
、
人
頭
税
の
導

入
に
よ
る
と
み
る
従
来
の
見
解
に
再
検
討
を
加
え
て
い
る
。
一
七
世
紀
後

半
以
来
中
央
部
農
村
で
は
土
地
の
部
分
的
割
替
（
切
り
取
り
、
付
け
足
し
）

は
、
し
ぱ
し
ぱ
行
な
わ
れ
て
お
り
、
農
奴
制
の
確
立
以
後
ミ
ー
ル
の
連
帯

責
任
制
が
強
化
さ
れ
て
い
た
。
ミ
ー
ル
に
お
い
て
は
国
家
と
領
主
に
対
す

る
義
務
を
果
す
た
め
に
各
世
帯
内
の
土
地
と
労
働
カ
構
成
、
宮
裕
度
を
一

致
さ
せ
よ
う
と
し
て
土
地
の
部
分
的
割
替
が
世
帯
税
の
導
入
後
さ
ら
に
普

及
し
た
と
み
て
い
る
。
い
わ
ぱ
ビ
目
ー
ト
ル
期
の
「
国
家
の
搾
取
」
の
強

化
に
よ
っ
て
、
、
、
ー
ル
の
連
帯
責
。
任
は
最
終
的
に
確
立
さ
れ
、
部
分
的
土
地

割
替
が
定
着
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
人
頭
税
の
導
入
は
土
地
割
替
の
成
立

を
導
い
た
直
接
的
契
機
で
は
な
く
土
地
割
替
を
推
進
す
る
役
割
を
果
し
た

と
結
論
し
て
い
る
。
こ
、
つ
し
て
支
払
い
の
連
帯
責
任
と
土
地
割
替
を
特
質

と
す
る
近
世
農
村
に
お
け
る
担
税
共
同
体
と
し
て
ミ
ー
ル
が
成
立
す
る
と

著
者
は
結
ん
で
い
る
。

　
本
書
は
ビ
目
ー
ト
ル
改
革
期
の
農
村
社
会
を
分
析
し
た
総
含
的
な
研
究

で
あ
り
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
以
来
「
日
本
の
初
期
近
世
目
シ
ア
史
研
究

に
一
時
期
を
画
す
第
一
級
の
作
品
」
と
し
て
の
評
価
を
え
て
い
る
。
序
論

の
ビ
目
ー
ト
ル
改
革
の
基
本
的
性
格
は
ひ
と
つ
の
独
立
し
わ
ピ
目
ー
ト
ル
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改
革
論
と
し
て
評
価
に
値
す
る
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
第
一
章
か
ら
三
章

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
関
連
し
た
問
題
を
扱
い
な
が
ら
深
い
史
料
の
よ

み
と
内
外
の
学
問
研
究
の
動
向
の
摂
取
に
よ
っ
て
独
自
な
結
論
に
達
し
て

い
る
点
で
ま
ず
著
者
の
研
究
態
度
に
対
し
て
敬
意
を
払
う
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
何
よ
り
も
ま
ず
原
史
料
の
分
析
を
徹
底
し
て
行
な
い
、
全
体
と
し

て
の
構
想
を
も
っ
て
叙
述
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
ビ
目
ー
ト
ル
改
革
を

め
ぐ
る
諸
状
況
と
客
観
的
惰
勢
が
分
析
さ
れ
、
そ
の
の
ち
世
帯
税
と
人
頭

税
の
導
入
を
め
ぐ
る
客
観
的
事
情
が
分
析
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
都
度
新

た
な
世
帯
税
や
人
頭
税
の
導
入
に
対
し
て
農
村
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示

し
た
か
も
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。
本
研
究
の
特
徴
は
ま
さ
に
こ
の
客
観

的
憎
況
と
農
村
の
主
体
的
反
応
の
分
析
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

農
民
は
逃
亡
や
人
間
隠
し
と
い
う
手
段
を
と
っ
て
国
家
に
低
抗
し
た
。
そ

の
過
程
が
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
回
シ
ア
は
国
の
零
落
と
い
う

代
価
を
払
っ
て
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
列
強
の
ラ
ン
ク
に
昇
っ
た
」
と
い
う
、
、
、
リ
ュ

コ
ー
フ
の
テ
ー
ゼ
以
来
の
間
魑
に
対
し
て
著
者
は
改
革
の
成
果
を
見
す
え

な
が
ら
も
代
価
の
実
態
に
注
目
し
て
い
る
。
本
研
究
は
ま
さ
に
ロ
シ
ア
が

払
ウ
た
代
個
の
構
造
と
実
態
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

こ
か
ら
世
帯
税
の
ば
あ
い
も
人
頭
税
の
ぱ
あ
い
も
農
村
社
会
の
実
態
が
究

明
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
農
民
の
低
抗
の
あ
り
方
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
で
は
民
衆
の
ツ
ァ
ー
リ
願
望
が
す
り
か
え
ら
れ
た
ツ
ァ
ー
リ
、

あ
る
い
は
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ツ
ァ
ー
リ
ヘ
と
変
貌
し
て
ゆ
く
過

程
も
描
か
れ
、
歴
史
研
究
の
な
か
で
民
衆
意
識
の
間
題
に
も
深
い
視
線
を

向
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
で
本
論
文
は
今
後
の
ロ
シ
ア
近
世
農
村
社
会

研
究
の
出
発
点
と
な
る
べ
き
基
本
的
研
究
と
し
て
評
個
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
と
は
い
え
い
く
つ
か
の
間
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
著
者
は
近
世
農
村
の
社
会
的
関
係
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
・
そ
の
際
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
様
相
に
つ
い
て
は
各
種
の
史
料
に
基

づ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
そ
れ
ら
の
具
体
的
様
相
を

結
ん
で
ひ
と
つ
の
全
体
的
社
会
関
係
を
明
示
す
る
た
め
に
は
、
著
者
自
身

課
題
と
し
て
の
こ
し
て
い
る
よ
う
に
地
代
形
態
の
解
明
が
今
後
必
要
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
終
章
に
論
じ
て
い
る
ミ
ー
ル
に
お
け
る
土
地
割
替
に

つ
い
て
も
、
著
者
は
従
来
の
研
究
の
あ
り
方
を
ふ
ま
え
て
自
ら
の
見
解
を

出
し
て
い
る
が
、
集
団
化
の
時
代
に
ま
で
大
き
な
意
味
を
も
つ
、
、
、
i
ル
の

土
地
割
替
に
つ
い
て
は
、
マ
ツ
ク
ス
・
ヴ
ユ
ー
バ
ー
を
含
め
て
一
般
的
な

理
解
と
専
門
家
と
の
間
に
大
き
な
隔
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
著
者

は
慎
重
な
態
度
で
こ
の
問
題
に
立
向
か
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
今
後
著
者
の
時
代
設
定
を
こ
え
て
ミ
ー
ル
の
諸
問
題
に
つ
い
て
も
独

自
な
位
置
づ
け
を
示
し
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
著
者
は
終
章
で
近
世

農
村
の
成
立
に
言
及
し
て
い
る
が
、
今
後
近
世
農
村
の
全
体
像
を
描
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
以
上
い
く
つ
か
の
問
魍
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
本
論

文
の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
そ
こ
ね
る
も
の
で
は
な
い
。
本
論
文
は
ロ
シ
ア

近
世
農
村
社
会
に
関
す
る
織
密
な
研
究
と
し
て
一
橘
大
学
社
会
学
博
⊥
⊥
の

学
位
を
授
け
る
に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
審
査
員
一
同
は
一
致
し
て
認
め

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
九
日
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